









The concepts of the Common European Framework of Reference for Languages; 
Learning, Teaching, Assessment (hereinafter, CEFR) have been widely accepted in 
many countries since the publication of the CEFR by the Council of Europe in 2001, and 
so-called Can-do Lists, which are a manifestation of the CEFR concepts, have been 
developed in various areas of language teaching, including English for Specific Purposes 
(hereinafter, ESP). However, to apply the concepts of the CEFR to ESP, it is necessary 
to prove that the CEFR and ESP share common principles. The purpose of this paper is 
to demonstrate that the most fundamental principles of the CEFR, such as the action-
oriented approach, plurilingualism, emphasis on the importance of life-long learning, 
and the nurturing of autonomous learners through learner-centered teaching and the 
communicative approach, are shared by ESP. It can be concluded that the development 
of Can-do Lists in various areas of ESP is possible and meaningful. 
 
1. 研究の背景と目的 
2001 年，欧州評議会（Council of Europe）は，多文化・多言語が共存するヨーロッパに
おける言語の学習・教育・評価のための共通の枠組みとして，言語能力の熟達度を示す『ヨ
ーロッパ共通言語参照枠 (Common European Framework of Reference for Languages: 











したものを Can-do リストと呼ぶ。 
 現在，CEFR や Can-do リストは，ヨーロッパのみならず日本を含む世界中の言語学習・
教育・評価に影響を与えている。 
 しかし，日本における言語教育に対する CEFR や Can-do リストの現在までの適用は，
その多くが「一般的な目的のための英語 (English for General Purposes；以下，EGP) 」
教育や，一般学術英語 (English for General Academic Purposes；以下，EGAP) 教育に関
してであり，「特定の目的のための英語1 (English for Specific Purposes; 以下，ESP)」教




の中でも特に専門性が高い英語であると考えられており，EGP や EGAP とは大きく異な
る種類の英語であると考えられているためである。もし，医学英語に CEFR の概念を応用
することができるのであれば，医学英語より EGP や EGAP に近いと考えられている他の
ESP 分野にも CEFR の概念を応用できる可能性が高いであろう。また，本稿における「医
学英語」は，主に医師が職業上使用する英語を指しているが，医学英語には看護学英語，
栄養学英語等，数多くの類似分野が存在している。医学英語に CEFR の概念が応用できる
ならば，これらの ESP 分野にも当然，CEFR の概念の応用が可能であると考えられる。 
医学英語等の ESP に CEFR の概念を応用することが可能かつ有意義であるためには，
CEFR を ESP に応用できる基盤，つまり，CEFR と ESP の理念に共通点があり，互いに
親和性があることが前提となるであろう。そこで本稿では，CEFR と ESP とに共通する理
念があるかどうか，あるとすればどのようなものかについて考察する。 
 
2. CEFR と ESP が共有する理念 
 CEFR にも ESP にも，その存在を根本において支える理念が数多く存在する。ここで，
CEFR と ESP が共有する理念として考察の対象としたのは，「行動主義アプローチ」，「ニ
ーズ分析の存在」，「ジャンルへの関心」（以上，セクション 2－1 を参照），「複言語主義」，







































このニーズ分析の存在を本質的特徴とするのが，ESP である。 Dudeley-Evans (2001) 
は，ESP にとってのニーズ分析の重要性を， “The key defining feature of ESP is that its 
teaching and materials are founded on the results of needs analysis” (p. 131; 太字は
Dudley-Evans による)と述べている。 
さらに ESP は，「ジャンル (genre)」への関心を，ニーズ分析の存在と並ぶ本質的特徴と
している。Bhatia (1993)は，ジャンルの提唱者である Swales (1990)の議論を基にジャン
ルの概念を以下のように説明する。 
 
“Genre” is a recognizable communicative event characterized by a set of 
communicative purpose(s) identified and mutually understood by the members 
of the professional or academic community in which it regularly occurs. Most 
often it is highly structured and conventionalized with constraints on allowable 
contributions in terms of their intent, positioning, form and functional value. 
These constrains, however, are often exploited by the expert members of the 
discourse community to achieve private intentions within the framework of 




























2.2 複言語主義と LSP 
 複言語主義 (plurilingualism) とその包摂概念である複文化主義 (pluriculturalism)は
CEFR の根幹をなす理念であり，CEFR に基づく言語教育の目的の第一に，複言語能力 





































めに工学系 CEFR-based Can-do list (以下，芝浦工業大学 Can-do リスト）を作成した。















業大学では，ESP の観点から工学英語に関する Can-do リストを開発したのち，英語以外
の言語に関する LSP へと移行し，最終的には世界の工学分野で行われている「工学コミュ
ニケーション」に関する知見を得たのである。 




  CEFR は，初等・中等・高等教育機関における言語学習のためだけの枠組みではなく，
就学前児童から成人を対象とした，生涯学習を視野に入れている（境，2007）。このことは，





































れが ESP 教育であるという認識を持つことが重要」（p. 219）としている。 
 
2.5 学習者中心の教育 
 CEFR は，自律的学習者を育成するために，学習者中心 (learner-centeredness) の教育
を重視する（小池, 2009）。学習者中心の教育とは，教師が一方的な講義を行うのではなく，
学習者が授業中にさまざまな活動に参加することを意味する。 



































 以上，CEFR を ESP に応用するために必要である，CEFR と ESP が共有する理念につ
いて概説した。 
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